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中
長
期
計
画
共
創

特
別
委
員
会

令
和
８
年
６
月
19
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」、
及

び
「
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て

関
係
部
課
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

１　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

市
は
、「
安
心
と
希
望
を
未
来
に
つ

な
ぐ　

人
が
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち　

御
前
崎
」
の
実
現
に
向
け
て
、
特
に
注

力
し
て
い
く
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支

意　　見　　書

令和８年６月 30 日
御前崎市長　下村 勝 様

中長期計画共創特別委員会　委員長　櫻井 勝

中長期計画共創特別委員会における意見について

記

１．企業版ふるさと納税について（企画政策課）
第３次御前崎市総合計画における重点プロジェクトを積極的

に推進すべく、執行部一丸となって寄附額の増加に取り組むよ
う強く求める。

・�継続的に寄附してくれる企業へのベネフィット※を工夫する
こと。

・�対象プロジェクトを幅広く紹介するようパンフレットを工
夫すること。

・�寄附することにより得られる企業の間接的なメリットを研
究すること。

２．市民協働センターについて（企画政策課）
受託事業者に求める役割と成果を明確に示すとともに、定期

的な検証及び評価を行い、設置目的に沿った運営がなされるよ
う適切に監督することを強く求める。

援
し
て
く
れ
る
企
業
か
ら
の
寄
附
を
募

っ
て
い
る
。
今
年
度
は
、
市
長
自
ら
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
と
と
も
に
市
内

企
業
等
と
の
契
約
に
よ
り
、
民
間
企
業

経
由
の
セ
ー
ル
ス
も
併
せ
て
実
施
す

る
。

２　
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

御
前
崎
市
協
働
の
指
針
に
示
す
３
本

の
柱
「
対
話
」「
行
動
」「
前
進
」
の
推

進
と
第
３
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
に

沿
っ
た
「
共
創
」
と
「
挑
戦
」
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
、
多
様

な
主
体
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

４
月
23
日
東
海
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
及
び
、
５
月
27
日
全
国
市
議

会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
渥
美
昌
裕
議
員
、
植
田
浩
之
議
員
、
河

原
﨑
惠
士
議
員
、
櫻
井
勝
議
員
の
４
名
が
市
議
会
議
員
10
年
以
上
の
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。 全

国
市
議
会
議
長
会
表
彰

東
海
市
議
会
議
長
会
表
彰

表彰

河原﨑惠士議員　渥美昌裕議員　櫻井勝議員　植田浩之議員

協
働
の
担
い
手
の
支
援
、
協
働
へ
の
参

画
機
会
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
御
前
崎

市
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
を
、
令
和
８
年

７
月
１
日
、
市
役
所
西
側
の
研
修
セ
ン

タ
ー
１
階
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

中
長
期
計
画
共
創
特
別
委
員
会
に
お

い
て
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

※ベネフィット…恩恵 


